
お

わ
り
は
ん
か
み

や

し
き

茎
Ｔ

尾
張
藩
上
屋
敷
跡
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
東
京
都
新
宿
区
市
谷
本
村
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
二
年

（平
４
）
六
月
１

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
側
東
京
都
教
育
文
化
財
団
東
京
都
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
並
木
　
仁

・
竹
田
　
均

５
　
遺
跡
の
種
類
　
大
名
屋
敷
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
点
は
新
宿
区
市
谷
本
村
町
の
市
ヶ
谷
駐
屯
地
内
に
位
置
し
、
尾
張
藩

上
屋
敷
跡
遺
跡
の

一
角
を
成
す

（第
四
―
四
地
占
む
。
調
査
は
防
衛
庁
の
移
転
計

画
事
業
に
伴
う
事
前
調
査
の

一

環
と
し
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
、

遺
跡
全
体
と
し
て
の
調
査
は
現

在
も
継
続
し
て
い
る
。

本
地
点
で
確
認
さ
れ
た
遺
構

は
、
尾
張
藩
が
西
側
添
地
を
幕

府
か
ら
拝
領
す
る
明
和
五
年

全

七
六
八
）
以
前
と
そ
れ
以

後
と
に
大
き
く
分
か
れ
る
が
、

木
簡
が
出
土
し
た
の
は
、
調
査
地
点
東
側
で
検
出
さ
れ
た

一
人
世
紀
末
か
ら

一

九
世
紀
前
半
代
の
大
型
の
上
坑
で
あ
る
。
全
体
の
形
態
は
不
明
だ
が
、
検
出
面

か
ら
の
深
さ
約
三

・
二
ｍ
を
測
る
。
遺
構
覆
土
は
そ
の
状
態
か
ら
人
為
的
な
廃

棄
に
よ
り
形
成
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
覆
土
の
上
、
中
、
下
位
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
集

中
的
に
、
大
量
の
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
。
最
下
位
で
は
、
湧
水
に
よ
る
水
の

作
用
が
加
わ
り
、
木
製
品
や
自
然
遺
物
が
保
存
状
態
も
よ
く
残
さ
れ
て
い
た
。

木
簡
は
二
点
で
、
い
ず
れ
も
土
坑
底
面
付
近
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

①

　

陸

七

月

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
じ

巡

斐

心

吊

Ｐ

の

　

「
尾

州

　

山

田

【眈

Ｗ

ド

」
　

　

　

　

　

　

　

　

∞
ら
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釦
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∞
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1996年 出上の木簡

①
は
上
下
を
欠
失
し
て
お
り
、
残
存
し
て
い
る
文
字
だ
け
で
は
そ
の
意
は
不

明
で
あ
る
。
②
は
完
形
で
、
地
名
と
人
名
が
記
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
荷

札
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
「山
田
佐
平
治
」
と
い
う
人

名
に
つ
い
て
は
、
現
存
し
て
い
る
尾
張
藩
関
係
の
文
献
に
該
当
者
は
見
当
た
ら

な
い
。

９
　
関
係
文
献

①
東
京
都
教
育
文
化
財
団
東
京
都
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『
尾
張
藩
上
屋
敷

跡
遺
跡
発
掘
調
査
概
要
Ⅱ
　

一
九
九
二

（平
成
四
）年
度
』
全

九
九
四
年
）

（並
木
　
仁
）

木

簡

研

究

第

至

号

巻
頭
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
川
　
庄
八

一
九
九
二
年
出
土
の
木
簡

概
要
　
平
城
京
跡
　
平
城
京
左
京
三
条
三
坊
三
坪
　
平
城
京
右
京
三
条
二
坊
三

坪
　
藤
原
宮
跡
　
藤
原
京
右
京
五
条
四
坊
　
丹
切
遺
跡
　
長
岡
京
跡
ω
　
長
岡

京
跡
②
　
中
海
道
遺
跡
　
勝
龍
寺
遺
跡
　
平
安
京
跡

・
旧
二
条
城
跡
　
鳥
羽
離

宮
跡
　
大
坂
城
跡
　
大
坂
城
下
町
跡
　
一詈
連
東
遺
跡
　
平
野
環
濠
都
市
遺
跡

植
附
遺
跡
　
袴
狭
遺
跡

（内
田
地
区
）
　

鴨
田
遺
跡
　
一ハ
大
Ｂ
遺
跡
　
安
養
寺

跡
　
宮
の
西
遺
跡
　
赤
堀
城
跡
　
梶
子
遺
跡
　
城
之
内
遺
跡
　
一
一本
柳
遺
跡

二
之
宮
宮
東
遺
跡
　
安
養
寺
森
西
遺
跡
　
世
良
田
諏
訪
下
遺
跡
　
小
茶
円
遺
跡

番
匠
地
遺
跡
　
瑞
巌
寺
境
内
遺
跡
　
八
幡
林
遺
跡
　
綾
フ
前
遺
跡
　
馬
場
天
神

腰
遺
跡
　
乾
遺
跡
　
宮
永
ほ
じ
川
遺
跡
　
北
高
木
遺
跡
　
山
崎
遺
跡
　
中
島
田

遺
跡
　
久
米
窪
田
森
元
遺
跡
　
観
世
音
寺
跡

（南
門
跡
）
　

脇
道
遺
跡
　
城
原

三
本
谷
南
遺
跡
　
妻
北
小
学
校
敷
地
内
遺
跡

一
九
七
七
年
以
前
出
土
の
木
簡

（
一
五
）

一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡

（第
九
次
）
　

長
岡
宮
跡

（宮
第
三

一
・
三
三
次
）

車
戸
千
軒
町
遺
跡

（第
五

・
六

・
八
次
）

国

・
郡
の
行
政
と
木
簡

―

「国
府
跡
」
出
土
木
簡
の
検
討
を
中
心
と
し
て
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
友
康

京
都
府
相
楽
郡
木
津
町
鹿
背
山
郷
蔵
の
俵
上
札
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
淳

一
郎

彙
報

頒
価
　
四
五
〇
〇
円
　
送
料
六
〇
〇
円




